
東 日本大震災アーカイヴ多賀城キャンパス関係資料収集項目(分 担部署)

1.園 児 ・学 生の初動避難 ・安全確認(庶 務係)

2.園 児 ・学生 ・教職員および親族等の安否確認と被災状況確認(学 生係、庶務係)

3.多 賀城キ ャンパス施設開放 ・提供(管 財係)

4.多 賀城キ ャンパス内臨時避難所開設 ・運営と避難者の状況(関 係者全員)

5.施 設 ・設備被災状況(管 財係、学務係、図書館、教育研究支援係)

6.ラ イ フラインの確保 ・復 旧状況(外 部機関よ りの記録入手 を含む)(管 財係)

7.多 賀城市およびそ の他の機関 との協力 ・協働(庶 務係)

8.学 生ボランテ ィアの活動(学 生係)

9.授 業再開に向けての復 旧対応(学 務係、管財係)

10.東 北学院大学施設被害特別調査委員会報告(遠 藤(銀))

11.地 震 ・津波被災者による被災記録映像および記録写真(受 け入れ窓 口:庶 務係)

12.個 人記憶事 項の定型報告(遠 藤(銀)、 総務部次長)

13.外 部業務受託者か らの業務報告等記録(管 財係)

14.そ の他



東日本大震災アーカイヴ多賀城キャンパス関係資料(多 賀城キャンパス学生厚生係)

8.学 生 ボランテ ィアの活動

年 月 日

2011.3.11(金)

内 容

・地震発生時に避難場所 とな った基礎教育センター前でオ リエンテー ショ

ンリーダーを中心 とした学生たちか ら手伝 いの申し出があったが、揺れ の

大きな余震が続き、状況把握 もできる環境 になかったので、それぞれの身

の安全確保 を最優先 させ、手伝って もらうことがあれ ばそ の都度指示する

こととした。

震災当日の学生の行動

・雪 と寒さを防 ぐため、体育館の器具庫か らキ ャンプ用テン ト、 シー ト類

を全て搬 出し、礼拝堂前ヘキャンプ用テ ントを設置す る一方、幼稚園児へ

の対策 として、 ブルーシー トを覆 いかぶせた。

・キャンパスか ら多賀城駅方面に向お うとして いる学生に対 して、大津波

が押 し寄せている ことを必死に呼びかけた。

・研究室などか ら石油ス トーブや石油を礼拝堂に運び込 んだ。

・避難所開設のための礼拝堂内の準備や避難者 に対す る毛布や非常食な ど

の配布をする。

・夕刻か らずぶ濡れの被災者が搬送され始めたのを受 け、部室、研究室か

ら衣類 を探 し出 して礼拝堂に運 んだ。

・キャンパス近隣の学生は、アパー トな どか ら自分の衣類を礼拝堂に運 ん

で被災者へ提供 した。

・礼拝堂パイプオルガンの下に段ボールで囲いをし、救助 された被災者の

救護場所を設置 した。

・毛布不足 の中で衰弱 した被災者が多数搬送されるのを目の当た りにし、

50名 を超 える学生が纏 っていた毛布 を被災者に提供 し、近隣学生のアパー

トに身を寄せた。食料も電気 もない狭い部屋に、学生たちは集 まっていた。

・暖をとるために設置 した20台 を超える石油ス トーブに、寝ず に給油作

業 を行 った。

・工学部学生会か らボランティア学生に対 してスタッフジャンパー約80

着の提供を受ける。

・礼拝堂、多賀城文化セ ンター等での避難学生が、それぞれの避難所にお

いて、生活面を中心 としたボ ランティア活動 を閉所まで続けた。

家族 との連絡 が取れない多 くの避難者がいたが、メール、イ ンターネ ッ ト

な どを使 って安否確認の手伝いをす る。

学生たちが独 自に多賀城市役所内に開設された多賀城市災害ボ ランティア

センターへ登録 し、ボライティアセ ンターの指示のもとに活動を始めた。



東日本大震災アーカイヴ多賀城キャンパス関係資料(多 賀城キャンパス学 生厚生係)

2011.3.16(水) 多賀城市か ら給水活動補助20名 の依頼を受け、礼拝堂、多賀城文化セン

ターでの避難学生を中心 にボ ランティアを募集 した結果、13名 の学生の

申し出があった。

2011.3.17(木)

2011.3.21(月)

食事、防寒対策 も不十分の中で、給水活動のボランティアが開始 となっ

た。給水車の運転はなく、ホースの先か ら市民に直説給水す る役割が多か

った。7:50に 水道部サポー トセ ンターへ集合 し、8:00～17:30ま での

給水作業の予定だったが、状況によっては暗闇の中での給水作業 にもあた

った。

本学学生が中心となって多賀城文化セ ンター内に子 どもラン ドを開設 し、

多 くの企画を立て活動 して いた。そ の一環 としてソニー仙 台の協力を得て、

サ ッカー教室を多賀城キャンパス野球場にて開催 した。礼拝堂の避難学生

とも連携 して呼びかけ、礼拝堂の子 どもたちも参加 した。

礼拝堂にてマ ッサージ師による整体ボランティアが行われ、その補助をし

た。

東 北学 院大学 ボ ラ ンテ ィ ア ・ステー シ ョンボ ランテ ィ ア受 付 を 開始 した 。

(～4/14学 生40名 、教員3名 、卒業 生1名 、他大 学2名)
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ユーザー登 録 一ログイン

多賀城市災害ボランティアセンター
多賀城市災害ボランティアセンターのページです

宮城県災害ボランティアセンター 〉 仙台圏域 〉 多賀城市 災害ボランティアセンター

開設 中の災害VC

〔2011年3月23日22時 現

在〕

せんだい・みやぎNPOセ ン

ター
日本赤十字社ボランティア

杜の伝言板ゆるる

仙台市災害VC
青葉区
宮城野区
若林区
太白区

泉区

石巻市災害VC

塩釜市災害VC

大崎市災害VC

気仙沼市災害VC

白石市災害VC

名取市災害VC

角田市災害VC

多賀城市災害VC

岩沼市災害VC

粟原市災害VC

登米市災害VC

東松島市災害VC

蔵王町災害VC

七ヶ宿町災害VC

大河原町災害VC

村田町災害VC

柴田町 災害VC

川崎町災害VC

丸森町災害VC

亘理町災害VC

三町災害VC

松島町災害VC

七ヶ浜町災害VC

利府町災害VC

大和町災害VC

大郷町災害VC

富谷町災害VC

大衡村災害VC

加美町災害VC

色麻町災害VC

涌谷町災害VC

美里町災害VC

女川町災害VC

南三陸町災害VC

おしらせ(災 害ボランティアセンター)

宮城県災害ボランティアセンターからのお知らせ

3.11.震災 【第13報 】

宮城県災害ボランティアセンターからのお知らせ 宮城県災害ボラ
ンティアセンター

2011年3月25日18時15分

3.11震災 【第12報 】

宮城県災害ボランティアセンターからのお知らせ 宮城県災害ボラ
ンティアセンター

2011年3月24日21時20分

3.11震災 【第11報】

宮城県災害ボランティアセンターからのお知らせ1宮 城県災害ボラ
ンティアセンター

2011年3月23日20時59分

3.11震災 【第10報 】

宮城県災害ボランティアセンターからのお知らせ 宮城県災害ボラ
ンティアセンター

2011年3月22日20時59分

3.11震災 【第9報}

宮城県災害ボランティアセンターからのお知らせ 宮城県災害ボラ
ンティアセンター

2011年3月21日20時57分

eコ ミマップ

多賀城市社会福祉協議会マップ

多賀城市概要

名称多賀城市

作成2011/03/1609:16:17

更新2011/03/2916:17:32

郵便985-0873

多賀城市 中央2丁 目1-1

多賀城市社会福祉協議会
公式サイト

ガイドブック

災害時におけるボランティア
活動ガイドブックです。
災害時に活動をしていただ
ける方は、ご一読ください。

災害1に おけるボランティア

活動ガイドブック.pdf

プログァーカイブ

検索

行事予定

高度な検索

住所

ログイン/ロ グアウト

メールアドレス

(社会福祉センター内)

電話 022-368-6300

FAXO22-368-7300

パスワー ド



多賀城市上水道部管理課.

参事課長補佐兼総務企画係長

鈴 木 利 秋

〒985-0873宮 城 県 多 賀 城 市 中 央 二 丁 目25番7号

TEL(022)368-1141

F AX(022)368-3114

E-mai1:suido@city.tagajo.miyagi.jp



ボランティア参加者名簿







平成23年3月23日(水)

学内復興のためのボランティア募集について

東北学院大学災害対策本部では、来週28日 以降に、学 内施設の入校許可 とともに、研究

室 ・合 同研究室 ・図書館な ど、大学の基本的設備の復興をめざす ことにな りま した。

ついては、この復興を、学生部が主体 とな り.校長 室のボランテ ィアセ ンター設立準備

委員会 が協力 して、教職・学 生のボランティア組織をつ くり、運営することにしたいと

思 います。 この組織 を基盤 に、学生にボランティアを呼びかけ、募集 いた します。

ただ し、それぞれのキャンパスで、復興 の条件が異な ります。た とえば、土樋では水道

が復旧 していて トイ レが使えるが、泉ではまだ復旧 して いず、 トイ レが使えません。それ

ぞれの初期条件を整えなが ら、復異 に当たります。

運営母体

学生部 ・ボ ランティアセ ンター設立準備委員会

◎責任者 辻秀人 ・阿部重樹

各キャンパス運営責任者とボランティア本部

土樋キャンパス 郭 基換 ・其田(学 長室事務課)

窓口:8号 館第1会 議室

泉キャンパス

多賀城キャンパス 志子 田有光 ・荒井和弘(学 生厚生係)

窓 口:多 賀城キャンパス学生課



2011年3月28日 月曜 日

災害ボランティアの募集について

3月11日 の東北関東大地震発生か ら二週間を過ぎました。 この間、被災 され た教職

員 ・学生の方々にお見舞いを申し上げます。震災後、す ぐに立ち上げ られた災害対策本

部も、被害状況の調査 ・点検が進み、復興への足取 りを開始 しました。また 、被災され、

避難所 として当て られた大学施設 を利用 されていた方々も、分散 しそれぞれの落着き先

を求めて離 れて行かれました。今後、大学 は、キ ャンパス復興 も含めて、地域社会の再

構築のため に、尽 力せねばな りません。

津波被害 を被 った仙台湾岸部は、仙台市 中央部 とはまった く違った被災状況で、多賀

城キャンパスのある多賀城市では多 くのボ ランティアが働き、また必要 とされて います。

また、仙台市では、市の社会福祉協議会が中心 となって立ち上げた仙台市災害ボ ランテ

ィアセ ンターが、被害の大きかった若林区 ・宮城 野区を初めとして五っの区に災害ポラ

ンティアセ ンターの支部 を設立 し、ここでも多 くの災害ボ ランティアを必要としていま

す。

すでにこうしたボ ランティアセ ンターには、個 人で登録を した多 くの学生ボランティ

ァが活躍 しています。東北学院大学 もこの災害復興のために、「東北学院大学災害 ボラ

ンティア・ステーション」を設立 し、地域社会復興のために協力いた します。この組織

は、すでに動 いて活躍 している市の社会福祉協議会に協力 し、地域の情報を集約 ・共有

し、公的私的 を問わず支援 を必要としている場所 に、可能な範囲で援助を提供 しよ うと

するものです。

大学 の災害対策本部は、土樋キャンパスと多賀城キャンパスについて、3月28日(月

曜)か ら、危 険施設を除いて、入校禁止 を解除致 しま した。これに応 じて 、大学の学生

部と学長室が協働 し、教職員 ・学生の災害対策支援ボランティアを募集 します。募集す

る部署は 「東北学院大学災害ボランティアステーション 」とし、先ず、土樋キ ャンパ

ス と多賀城 キャンパ スに窓 口を設けます。自らの生活拠点を確保 しえた教職員 ・学生の

皆さんに、積極的に登録 ご参加頂きたいと思 います。

以下に、二つのキ ャンパスの窓口の所在と連絡 先、メール を記載 します ので、希望す

る方は、本人が直接窓 口に来 られるか、 または電話 にてお 申 し出ください。受付 は9

時か ら17時 とします。

○ 土樋キ ャンパス………窓口対応、8号 館3階 教員控室



電話:022-264-6419

○ 多賀 城 キ ャ ンパ ス … …窓 口対応 、1号 館2階 学 生係

電 話:022-368-1120

なお、泉キ ャンパスは、貯水槽被害のため学生の入校が許可 されていません。早急の

復興を 目指 してお り、復興整備が成 りしだ い、入校禁止を解 除 し、解除とともに 「魁

学院大 災害ボランティアステーション 泉キャン パ ス」 を設立致 します。

今回の災害は、質的にも量的にもいまだかつてない災害経験で した。復興のためには、

幾つものステ ップを踏む必要が あります。また多種類の災害ボランティア が必要 とさ

れ ます。近隣市街地 の復興支援 、ボ ランティアセンター に届 く救援物資の仕分 け配分、

生活関連情報の収集伝達 、孤立する高齢者世帯への生活支援、避難所への情報連絡や救

援物資配達 、各地か ら集まる支援 ボランテ ィアへの対応 とお世話、被災 した方たちへの

心的ケア、被災経験の記録保存 と調査、これ らの支援 は、地域社会 において大学が果た

していかね ばな らない責務で あると考えます。

災害後、す ぐに青山学 院大学の学長 を初め、多 くの大学か らお見舞 いを頂きま した。

青山学院大学の災害対策委員会か らは、先遣隊 としてお二人の教員が来学 され同時に支

援物資がすでに届いています。近々に更なる支援物資 とともに、学生ボランティアが来

学 され ることになっています。各種のネッ トワークを通 じて、東北学院大学の果たす役

割への期待が表明 されて います。どうかた くさんの教職員 ・学 生ボ ランティアの登録を

お願い した いと思 います。

◎ 学生部部長

学長室長

辻 秀人

佐々木俊三



東北学院大学ボランティア ・ステーション(ボ ラ ティア)登 録名簿

東北学院大学ボランティア ・ステーション(ボ ラ ティア)登 録名簿 2011/4/14



災害ボランティア食料調達註文数 2011/4/6


